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コンプライアンス

　朝日工業社グループは、役職員が法令および社会規範を遵守するのみならず、企業理念と企業行動憲章に基づいて企業
活動を行うことを経営の基本方針としています。また、この基本方針に沿ったさまざまな規程・制度や取り組みを通じて、コン
プライアンス経営を推進しています。

コンプライアンス推進体制の構築
　社内におけるコンプライアンスに関する事項を統括し、
コンプライアンス経営の実践を監督・支援するコンプライ
アンス委員会を設置し、毎月開催しています。コンプライ
アンス委員会は社長を委員長とし、社内取締役を委員、
常勤監査役をオブザーバーとしています。さらに本社各本
部および各事業店にコンプライアンス推進責任者、コンプ
ライアンス推進担当者を置いて、コンプライアンスの実効
性の確保と向上を図っています。

内部通報制度
　当社グループ内における法令違反行為および不正行為の未然防止と早期発見・是正を図るため、内部通報制度を設けてい
ます。社内外に窓口を設置して、従業員等からの通報・相談に対して適正に対応する体制を構築するとともに、通報・相談者に
対して不利益な取り扱いが発生しないようにするなど、通報・相談者の保護を最優先に運用しています。

コンプライアンス経営の体制図
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朝日工業社グループ内部通報制度

各委員会の構成
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当社グループ役員・従業員
（正社員・契約社員・パート・アルバイト・派遣労働者、これらを退職後1年以内の者を含む）

当社グループと取引関係がある方およびその関係者の方

サクセッションプラン

（1）当社グループの事業全般に係る幅広い見識やグループ全体最適の視点に基づくマネジメント能力を備えさせるため、 
計画的に事業店や部門を超えた経験を積ませる。

（2）挑戦的な課題を与え、その達成状況を適正に評価することによって、課題や変化への対応力・判断力を養い、挑戦意欲の
醸成を図る。

（3）経営に係る資質と能力を引き上げるべく、計画的な教育とその発揮の場を与える。

取締役等の後継者計画の基本方針

● 戦略的なローテーションと挑戦させるための人事配置、登用
● 計画的な教育の機会として、経営力育成（上級）研修の実施
● 社内の重要な委員会（中期経営計画策定、働き方改革推進など）への参加

経営人材育成プログラムの主な内容

　計画的な教育の機会として、次代の経営層候補となりうる人材から原則として毎期７～８名程度を選抜して、研修を実施して
います。研修の主なカリキュラムは下表のとおりです。

　さらに、2022年度、2023年度の研修では次の課題をミッションとして与え、その検討結果を経営陣にプレゼンテーション
する機会を設けました。

経営力育成（上級）研修について

　朝日工業社グループでは2022年に「取締役等の後継者計画の基本方針」を策定し、最高経営責任者をはじめとした
経営者層の後継者の発掘と育成を目的とした「経営人材育成プログラム」を実行しています。

① 経営知識
自身の専門領域に関する知識だけでなく、必要となる経営全般に関わる知識を習得し、その知識を使って
ロジカルに決定・行動できる能力を身につける。
〈科目例〉 企業経営、マーケティング、アカウンティング、ＨＲ、サステナビリティなど

② 役割行動
組織が目指す方向性・目標を「決める」こと、決めたことを達成に「導くこと」。この二つの役割を状況に応じて
適切に行うための管理スキルを身につける。
〈科目例〉 外部・内部環境分析、自社の状況・経営資源等の認識、戦略・計画立案など

③ 人間的資質意欲 信頼とリーダーシップを有する魅力ある人間性と経営に対する前向きな姿勢を身につける。
〈科目例〉 大局観、決断力と責任感、指導力とコミュニケーション、チャレンジ精神、戦略的思考と行動力など

2022年度
第１８次中期経営計画において当社が取り組むべき重点テーマを検討し、経営陣および中期経営計画策定
委員会へのプレゼンテーションを実施
⇒ 本プレゼンテーションの内容も参考として、第１８次中期経営計画を策定

2023年度

当社グループのパーパスおよびマテリアリティの策定、特定について検討し、研修メンバー案を作成して
経営陣へのプレゼンテーションを実施
⇒ 「理念体系再構築委員会」を設置し、その中で、本プレゼンテーションの内容も参考としてパーパスの策定
およびマテリアリティの特定を検討中

コンプライアンスの徹底・強化

各種階層における社内研修の実施
　新入社員をはじめ、管理職への研修など階層別・職種別のさまざまな
社員教育のカリキュラムにコンプライアンスに関するプログラムを組み込
んでいます。
　2024年2月には弁護士を講師として招き「建設業界における贈収賄や
データ偽装等の不祥事事例と談合」をテーマとした全社的な講習会を
実施しました。当社の役員、幹部社員が一堂に集まり研修を受けることで、
あらためてコンプライアンス意識の向上を図りました。

コンプライアンス教育の実施


